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　本号では「乳癌の治療戦略―エビデンスとガイドラインの使い方」と題した特集をお送りした．近

年，evidence－based－medicine とガイドラインとが多くの診療分野において取り上げられ，国内におい

ても出版されるようになってきた．このガイドラインの作成において中心の考え方になるのが evi-

dence－based－medicine であり，多くの文献のなかからいわゆる evidence level の高いとされるものを抽

出してガイドラインは作成されている．これは大変重要な情報提供であり，その内容を医療関係者は

十分に知っておく必要があろう．また，その情報は患者さんにとっても自身の病態からどのような診

断・治療が適切であるかをある程度理解するうえで役立ち，主治医と相談する際にその知識があるこ

とでスムーズな話し合いに役立ってくるであろう．

　しかし，外科診療での日常においてはいまだ高いエビデンスが構築されたものばかりではなく，多

くの臨床医のこれまでの経験からコンセンサスが得られて施行されているものもきわめて多いのであ

る．また，特に手術術式に関しては，どのような手術をどのような対象患者さんに行うかについての，

evidence level の高いデータとしてのいわゆる randomized control trial を行うことはこれまでもそうで

あったが，今後もなかなか困難な問題が存在するであろう．

　一方で，外科診療においては必ずしも evidence level が十分でないとしても，多くの専門医によって

得られたコンセンサスをフェアに討議されたものであれば，十分な推奨度をもってガイドラインに記

載していくことも重要であり，また，それがたとえ evidence level が低いからと言って軽視してよいも

のでないことを多くの方々に知っておいていただくようにすることもガイドライン流行りの時代にお

いて大切なことであろう．また，大学など先進的な治療手段を開発していく施設においてはこのガイ

ドラインを超えた診療手段の開発を目指す責務があり，そのことも患者さんを含め多くの医療関係者

に強く認識してもらうべき重要な点である．

　新たな診療手段の開発なくして外科の発展はなく，将来の患者さんにとっての真の利益をもたらし

得ないことを医療関係者はもちろん患者さんにも認識してもらうことが大切ではないか．

（宮崎　勝）
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